
6 部内紀律に関する事項

7 その他必要と問、める事項。(加藤誠次郎)

かんさんきどうキロ 換算軌道キロ 本線軌道延長に (111)総軌

道延長の士を加えたもの。施設l弘i係において線区，または業務
僚|其lの規模， あるいは業務iU 等を表わす代表的尺皮の 1 つとし

て， しば し f fj央 J~ilVliUキロがH'J いらオ1る。(守多国巴与太)

かんさんし e りょうキロ 換算車両キロ 各在I!!lìIJ力車ならび

に客l'(l liの走行キロに所定の換算雨数 (Jli雨換算j去による)を

乗じたいわゆる霊iil換算キロを総称する。だいたい各車両の換

算率は 10 t 1 両の í l:~合であるから，拒絶JPli悶キロの 10 {音は総

トソキロとみなすべき数値である。換;rPII丙キロはつぎの 5 慌

に分類されている。

換算後関車キロ 滋|刻J rt キロをもって集絞された j診における

本キロを除した 1fij は，平均儀|弘)Jlij~d? 阿数として様|長JJI工の大小

を示す数他 と なる。

換算客車キロ および換算貨車キロ 各樋列111に iili給した'各貨

車の走行キ ロ に所定の換J):jìIïj数を釆じたもので.m曲統計にお

ける客11i ・ 貨耶キロが現111キロであるのに対し，本キロはもっ

ぱら車両の重量を本位として単一化された重量;拶~Z'): キロである。

したがってI存在fi . m~等の区別は設けていない。後n:客車キロ

と侠nJ.'(111 キ ロ を合1): したものを換算客l'(llï キロという。人キ

ロに対する決算客lli キロ ， トンキロに対する換算l'î J li キロとの

相闘は経営がJW!.祭資料として幸 11)fjされる 。

換算電車キ口 ならびに換算気動車キロ 浴車ならひ.に気動Jjl

の走行キ ロ に換算阿数を来じ n~lu したものである。五li輸統計に

おける客車キロは従事およひ.気íIiJJ IIIの l3UI工キロ を包合している

が， 運転統計ではmlli キロ ， 気動車キロとしてこれらのmJl l キ

ロ も鉱山 されている。(一条幸夫)

かんさんし々りょうひ 々 くキロあたりせきたんし ょ うひり

ょう 換算車両 100 キ口当り石炭消費量 牽号 I(けんいん)

11工数 と その走行キロとのキ1'1梁般を仕事の単位と見なし，その 100

km 単位当りに消沈した石JiR iîtをいうもので， 消波した石IX設

を換算111両キロで除しそれを 100 倍したもので表わされている。

換算11土問キロとは列車全休の換算車両数とその走行距離との

相乗絞であり，機|其1111のなしたf:t!J~:@: (厳院な意味では機関車

の決算 l 同 と ， 客1'(11工のそれとは低抗が約 2.8-3 .7 f音ほど災

なり ， また線路の状態によっても奥なるから必ずしも比例しな

い) と だいたいみることができるから ， 消~iitの成絞判定には比

較的合理性があり営通はこれをHJいている。換算車両 100 km 

当り石炭消~ï:@:には，突数ìì~ i/'(fd: と 決算消~'(盃; とがあり ， おの

おの次式の よ うにして求められる。

A =一一E一一X 100. ... ... "(1) 
NxS 
0' 

A'=一一二L一一 x 100.. .....(2) 
NxS 

A : 換算車両 100 k m当 り石炭実数ìfWI盆 (kg)

A': 換n:車両 100 km当り決算石炭消i/'(i立 (kg)

B: 石炭実数i内政批 (kg)

B': j~~J"):石炭 11~ i/'(:@:(kg) 

j災Z'):石炭消!lt@ とは換算率に石炭消22i註を采じたものである。

N: 決算車両数(丙)

S: 走行距離 (k l11 )

昭和 3 1 年度の国鉄平均換~?:JjJ: ~lij 100 km当り石炭使用金は災

数で約 49.05 kg . 換算で約 39. 1 4 kgである。(聖子村正義)

かんさんせんく 閑散線区 巡輸盆も少なく ， 列車の巡転系統

等からみても国鉄の運営上霊裂でない線区を指す用語。一般的

な窓""における明確な定義はない。 営業成績も良好でないのが

かんじようせ

?吉であり，また他におよほ.す員長空軍が多くないので，経営改善の

見地から特殊な取扱が問、められている。駅務の処理については

L特定紋l互の合問化についてl(昭和1 25 . 4 ・ 1 9 bí!i tl'第 20 1 号 通達).

線路保守についてはL特定線区の線路{且c;J')j式の実施について1

(Il{'，和 25 ・ 3 ・ 4 I/:!i~~第 93 号適法)があり ， また列車の週刊正、につい

ては L巡転i反扱の合羽!化についてl (昭和1 24 ・ 7 ・ 2 巡保11'; 50 号適

法)で特別のllX.扱を認めるのほか， さらに取扱の簡易化のm瓦

が検討されている。(森悌み ・ 三和i主忠)

かんさんつうすう 換算通数 鉄道従事担の取扱通数を計算 す

る期合，突通数(受付事子号JJIJによるもので111報文の長短にかか

わらないもの， ただし同一番号の111総でも受信人が異なる場合

は 1 受信人ごとに青 I'P する)とは別に ， 字数 60 字をもって l

通とする基準により均一化計 J) した逝数をしづ 。 この字数の計

算は古賀表(指定 ・ 番号 ・ 受付l時間1 ・ 字数およびB氾ヰO . 発受信者

名 ・ 本文および添送符号等電報の全部について 11 う。よ虫色m盈数

は， 通信設備ならひ.に1l!UのlHJi状況を検討するために適切で

ある。 (1山恨辰雄)

かんさんりょうすう 換算両数 |到鉄には現花 l 万両以上の

答111 . 10 万両以上の l'(J IIがあるが， その川途によりいろいろな

形式があるほか重量もおのおの災なっている。|百J-の滋闘車で

これを引渡るぬ合，重量の緩いlli両は多数1f'Ij1 (けんいん)でき

るが，重量の重いものは少数しか慾引できない。また旅客の来

事している場合と ， 乗車していない場合あるいは貨物を積んだ

!;l，.}合と笠 l'UIIの場合とて叶主霊記;がNなるのでこれをl丘 íJIJ して計

針ーするのである。旅客は答司1の際記定員 20 !f:，の重量を 1 t と

している。

換算荷数とは以上のように客Jliは 11 m:と旅客の重量の合計重

企 . :l.c'( 11ょは Fl illに平均航íl主 :Gtを合計 した置 iit 10 t を決算 l 悶に

計算することである。なお1'îJfi.について耶阿j災 J'):法は絞載貨物

が重iE品か経企品かによって牽51 し得る Jl1数を削減することも

ある。(古池.i'ít lit)

かんじ よ うせんけいろずひょう 環状線経路図表 経路が

2 途以上ある場合における国鉄環状線内各駅の最短経路および

特定経路を図示して輸送経路を l珂らかにした図表で，貨物環状

線経路図表と旅客環状線経路l翠表とがある。

l 貨物環状線経路図表 経路が 2 途以上ある場合には貨物

五m計算経路(最短経路)および貨物の輸送経銘を総認する必

要があり，また管理部門輸送W.当者は， 全図的な輸送計闘をた

てるため，また運輸統計制\1"]においては量li輸統計計算上必姿の

ため， 最短経路お よび輸送上指定された経路を知る必裂がある。

この資料として貨物総および旅客 ・ 貨物共通似てー形成する国鉄

環状線内各駅およびjitJ環状線経由各駅相互先新の経路に対して，

営業キロを基準として最短経路を p:: 1'，し(貨物}lli送規則第 52 条

第 3 項7 これに貨物輸送手続第 9 条によって本社営業局または

支社が指定した特定経路を加えて凶解作成し. g躍状線内各駅l聞

の輸送経路を IljJ らかにしたものである。

2 旅客環状線経路図表 巡輸統計計算上の基本資料として，

旅客専用線および旅客 ・ 貨物共通総で形成する国鉄環状線内各

駅および悶!r.'I状線経由各駅相互発lfの経路に対して， 営業キロ

を基準として長短経路をZ'HI\ L . これに百五輪統計計 J): ヒ設けた

特定経路を加えて図解作成し， 波状線|付各以聞の輸送経路を IljJ

かにしたものである 。

3 東海道本線米日1( ・ 京都l聞各駅発の貨物環状線経路図表を

例示すればつぎの と おりである。

図表上使用している記号

。 分岐駅




